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ま
・
え
　
が
　
き

　
東
九
州
地
方
の
装
飾
古
墳
に
就
い
て
稿
を
進
め
る
動
機
は
光
年
筆
者
が
日
本
考
古
学
協
會
の
古
墳
調
査
に
大
分
隅
を
推
賞
し
全
蒜
下
の
古
墳
調
査
を
賓
施
し
た
際
特

に
古
墳
の
装
獅
に
つ
い
て
興
味
を
感
じ
種
々
先
輩
り
御
指
導
に
よ
り
精
盃
を
し
た
結
果
、
幾
分
資
料
ｏ
蒐
集
も
出
希
一
席
公
表
す
る
段
階
に
到
達
し
た
焉
取
て
愚
稿
を

登
表
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
緒
　
　
　
　
　
論

　
日
本
に
於
け
る
装
飾
古
墳
の
研
究
は
従
来
非
常
に
多
く
０
学
者
に
よ
り
詣
言
盲
れ
て
居
る
が
訪
の
個
々
の
内
容
に
つ
い
て
紬
か
に
傍
討
し
た
も
ｏ
は
少
い
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
は
北
海
道
東
北
地
方
ｏ
二
部
を
除
い
て
路
全
国
に
瓦
る
廣
総
一
に
約
九
才
に
及
ぶ
説
倫
ツ
白
浪
£
績
査
す
る
と
云
ふ
困
難
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
’
っ
。
筆
者
は
昭
和
二
十
一
八

年
日
本
考
古
学
協
會
の
占
墳
分
眉
り
調
査
を
雍
九
州
地
方
（
大
分
謁
）
に
わ
た
り
偕
冨
し
、
共
原
従
来
比
叙
同
調
査
。
小
足
の
富
地
方
に
於
て
意
外
に
も
欲
多
く
の
装
飾
古
墳

を
我
見
す
る
こ
と
が
出
来
、
特
に
凱
ハ
味
深
い
古
墳
壁
画
ｏ
官
測
撮
俗
界
を
行
い
一
息
其
の
内
容
を
袖
付
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
　
り

　
扨
屁
来
日
本
に
於
け
る
原
始
綸
因
と
し
て
注
目
さ
れ
て
居
る
も
の
に
大
和
同
店
吉
言
泌
貌
見
の
側
生
式
吉
之
施
又
さ
れ
た
檜
匿
文
様
や
ヽ
寅
玉
に
を
中
ヤ
に
て
分

　
　
　
り

布
す
る
諦
鐸
文
様
界
が
あ
る
が
、
縮
炭
と
し
て
は
い
づ
れ
も
幾
何
学
的
な
記
‐
飢
や
器
具
、
指
物
、
人
物
。
等
を
形
象
的
に
説
説
し
た
も
の
で
憂
ｏ
柳
圖
と
し
て
の
衰
展
は
認
ヽ

め
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
而
る
に
古
墳
壁
炭
は
こ
れ
等
に
比
し
て
弱
倫
的
な
内
容
の
飛
翔
を
物
語
る
も
の
と
し
て
先
づ
汪
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
古
墳
壁
炭

に
は
大
別
し
て
二
つ
の
桐
異
な
れ
る
要
素
を
も
っ
て
居
る
。
そ
の
一
つ
は
従
来
幾
何
学
的
文
様
と
云
わ
れ
た
呪
術
的
な
記
弐
と
、
他
は
完
全
た
白
雨
徘
と
し
て
の
寫
官
的
な

一
面
で
あ
る
。
こ
の
古
填
０
堅
編
は
た
し
か
に
前
代
の
土
器
や
銅
鐸
に
表
現
さ
れ
た
極
め
て
本
能
的
で
直
感
的
な
も
の
よ
り
一
歩
前
週
し
、
精
紳
的
に
も
技
術
的
に
も
可
成

り
り
巡
歩
ｔ
な
し
て
居
る
。
幾
恂
学
的
文
様
に
示
き
れ
た
睨
術
的
な
記
号
ｏ
な
か
に
は
、
人
間
本
能
の
宗
歎
的
表
現
と
し
て
人
間
の
深
い
思
惟
が
あ
ふ
れ
出
て
居
り
何
か
古

き
も
の
へ
の
憧
憬
を
感
す
る
。
又
人
間
の
自
出
窓
志
に
よ
り
現
官
を
把
握
し
た
自
然
の
描
寫
は
こ
れ
叉
作
者
の
思
惟
が
あ
ふ
れ
て
居
り
、
東
国
東
郡
佃
美
町
鬼
尿
宵
墳
の
自

然
界
を
粛
題
と
し
た
立
体
的
な
纏
副
寺
に
見
ら
れ
る
坦
坦
質
的
以
前
と
も
云
ふ
べ
き
も
の
等
に
殺
辿
し
て
居
る
。
呪
術
的
胞
術
的
記
就
と
い
え
自
然
界
を
柚
寫
し
た
自
由
粛

と
い
え
共
に
原
平
入
に
椙
恋
し
い
思
惟
を
物
譜
る
も
ｏ
で
極
め
て
興
味
深
い
も
ｏ
で
あ
る
。
以
下
乗
九
州
趨
方
の
波
戸
白
埴
・
の
堅
炭
を
甲
心
と
し
て
論
述
す
る
こ
と
に
す



｜

｜

る
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田
　
「
大
和
同
店
古
賀
生
成
遺
跡
の
研
究
」
　
京
都
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
報
告
第
十
六
誂

ご
。
「
口
本
煮
方
学
論
攻
」

梅
　
原
　
末
　
治

　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
、
東
九
州
地
方
に
於
け
る
装
飾
古
墳
の
分
布

　
　
従
来
乗
九
州
地
方
に
於
て
装
飾
古
墳
と
し
て
注
目
さ
れ
て
居
た
の
は
日
田
郡
。
皿
和
村
た
観
音
石
焼
の
彩
’
巴
に
よ
る
所
謂
幾
何
学
的
記
就
及
び
舟
等
の
形
象
的
な
文
様
と
、

　
大
分
郡
石
城
川
尚
代
丸
古
墳
の
線
刻
に
よ
る
用
器
諧
的
抱
然
彿
の
ニ
例
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
稀
薄
な
分
布
か
ら
考
え
れ
ば
乗
九
州
地
方
に
於
け
る
装
飾
古

　
墳
は
一
感
西
九
州
地
方
の
影
響
に
よ
る
｝
地
方
的
な
も
の
で
あ
る
と
見
ら
れ
て
居
た
こ
と
も
納
得
出
来
る
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
筆
者
は
昭
和
二
十
六
年
以
降
の
古
墳
分
有

　
調
査
に
於
て
相
宿
徴
の
吉
雄
の
壁
諧
を
凝
弛
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の
結
果
、
装
㈲
古
墳
の
分
有
が
意
外
に
図
く
、
其
の
内
容
か
ら
賎
習
に
は
ニ
っ
の
地
域
に
分
け
て
其

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印

　
ｐ
分
冊
を
扮
討
す
る
こ
と
の
必
要
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
銕
の
二
は
筑
後
平
野
田
ノ
岡
古
墳
聯
の
一
連
只
大
引
古
址
芹
ｏ
一
部
と
考
え
ら
れ
る
筑
良
川
上
流
の
目
囚
盆

　
地
周
遊
の
丘
陵
に
群
集
す
る
彩
色
の
装
飾
古
墳
で
あ
り
、
他
の
一
は
東
九
測
地
万
の
海
足
早
野
に
接
ず
る
低
い
丘
陵
に
点
在
す
る
彫
刻
に
よ
る
俳
諧
を
壁
謨
と
す
る
高
塚
式

　
古
墳
で
あ
る
。
然
し
筑
後
川
と
大
分
川
を
結
ぶ
所
謂
日
田
大
分
地
溝
帚
の
纏
上
を
中
心
と
し
て
鰻
も
誤
審
に
分
有
し
て
居
る
こ
と
は
以
上
ｏ
装
飾
の
腫
頴
に
よ
る
分
有
と
は

　
別
に
い
づ
れ
も
筑
後
地
方
と
非
常
に
関
係
の
あ
る
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
即
ち
日
田
盆
地
周
遊
に
は
彩
包
に
よ
る
装
飾
一
白
浪
岡
が
脱
に
調
査
さ
れ
て
居
り
、
こ
れ

　
ら
は
い
づ
れ
も
円
墳
の
群
集
墳
中
に
認
め
ら
れ
た
も
の
で
玄
室
次
這
専
の
有
限
波
高
に
拍
文
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
筑
後
川
は
上
流
を
玖
珠
川
と
拐
し
森
盆
地
を
貫
流
す
る

　
が
、
こ
の
森
盆
地
の
東
北
の
低
い
丘
陸
上
に
鬼
ケ
城
古
墳
と
栃
す
る
投
穴
式
石
槨
の
可
成
り
亘
大
な
封
土
を
有
す
る
古
址
が
存
ず
る
。
こ
ｏ
古
址
の
隔
壁
に
自
然
偉
を
後
刻

‘
し
た
装
飾
が
認
め
ら
れ
る
が
、
口
‥
田
地
方
の
古
墳
と
は
全
く
構
造
を
異
・
に
す
る
。
更
に
分
水
嶺
を
越
え
て
大
分
川
を
降
れ
ば
大
分
平
野
が
混
同
す
る
附
近
に
前
述
の
千
代
丸

　
占
堺
が
存
し
、
奥
壁
に
凸
出
す
ろ
棚
欧
の
前
面
に
彫
刻
さ
れ
た
礁
粛
は
、
叉
特
異
な
装
飾
の
要
素
を
示
し
て
居
る
。
次
で
大
分
郡
ｏ
装
飾
古
墳
中
の
白
眉
と
も
云
え
る
も
の

　
に
東
一
乗
郡
伊
美
町
の
鬼
な
古
墳
が
あ
る
ｏ
こ
の
古
墳
の
玄
室
壁
面
に
柚
刻
さ
れ
た
自
然
実
は
非
常
に
派
ハ
味
深
い
も
の
で
あ
る
し
、
し
か
も
こ
の
古
煩
が
国
東
牢
島
の
尖
端

　
に
位
直
し
装
飾
古
填
と
し
て
は
孤
立
し
た
位
置
に
存
す
る
の
も
注
目
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
こ
れ
ら
鬼
ケ
城
古
墳
、
千
代
丸
古
墳
、
鬼
屋
古
墳
等
の
線
諧
に
よ
る
装
飾
は
更
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
洵

　
宇
佐
豊
前
平
野
に
延
び
、
筑
上
郡
唐
原
村
大
字
下
唐
原
の
穴
ケ
罰
石
垣
の
壁
諧
に
認
め
ら
れ
る
。
叉
他
の
二
部
と
し
て
宇
佐
平
野
の
中
心
を
な
す
四
日
市
町
の
北
西
に
連
な

る
高
さ
二
〇
～
三
〇
米
の
低
い
丘
陵
の
南
斜
面
に
開
口
す
る
辰
声
質
中
の
七
つ
の
横
穴
菱
門
に
は
彩
芭
に
よ
る
幾
何
学
的
記
我
が
存
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
東
九
州
池
方
に
於
け
る
装
飾
古
墳
　
　
（
賀
　
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

一

一
一
一
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石
棺
に
装
飾
を
有
す
る
も
の
と
し
て
は
臼
杵
市
北
方
の
丘
陸
上
に
横
た
わ
る
且
大
な
前
方
後
円
墳
で
あ
る
下
山
古
墳
の
優
待
型
石
墳
の
萱
石
に
纏
刻
し
た
装
飾
が
あ
る
。

そ
の
他
同
所
脚
下
古
址
の
舟
型
式
石
棺
の
蓋
石
に
も
下
山
面
様
の
線
刻
が
あ
る
が
装
飾
と
し
て
は
あ
ま
り
見
る
べ
き
も
の
は
な
い
。

　
以
本
の
他
、
別
府
市
乳
石
垣
鬼
ノ
岩
屋
古
墳
の
石
槨
内
壁
全
面
に
米
飯
盲
し
て
装
飾
し
た
も
の
や
、
西
国
東
郡
高
田
町
宇
田
の
横
穴
古
墳
、
大
分
市
八
幡
の
横
穴
古
墳
、

日
田
市
吹
上
・
の
横
穴
古
墳
、
等
菱
門
一
面
を
朱
塗
り
し
た
も
の
等
を
敬
仰
占
墳
ｙ
考
え
る
た
ら
ば
、
全
休
で
三
〇
余
り
の
装
飾
古
址
が
東
九
州
全
域
に
亘
っ
て
分
布
す
る
こ

と
に
な
る
『
。

ｍ
　
「
大
分
脈
欧
蹟
、
名
勝
天
然
記
念
物
詣
査
報
告
」

叫）C3）

右
　
　
　
同

筑
後
日
ノ
岡
に
て
古
代
紋
揉
の
蓼
見

倣
後
日
ノ
岡
の
石
槨
内
面
悦
槌

第

五

斡

右

同

考
古
学
雑
誌
七
巻
七
弐

日

名

本

匙

坪

井

子
　
太
　
鄙

　
　
　
　
昇

正
　
五
　
鄙

　
　
　
匈
装
飾
古
墳
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
　
　
　
　
忠

　
　
　
　
　
　
　
三
、
装
飾
古
墳
の
形
式

　
装
匍
古
址
は
他
の
多
く
の
古
墳
と
問
様
に
所
訓
高
塚
式
古
址
と
横
穴
式
古
址
と
の
ニ
類
に
囲
別
す
る
こ
と
が
出
来
る
・
こ
の
中
東
九
州
地
方
に
於
て
は
未
が
筑
後
鴫
一
弥

石
入
山
古
墳
の
如
き
古
址
中
期
と
推
定
さ
れ
る
前
方
後
円
址
に
装
飾
を
認
め
な
い
こ
と
は
特
に
装
飾
古
墳
の
編
年
的
門
閥
な
検
討
す
る
の
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
概
ね
形

式
は
円
形
の
し
か
も
其
の
規
杖
は
極
く
小
さ
い
末
期
的
な
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
勿
論
、
前
記
の
石
人
山
古
墳
や
肥
後
國
チ
ブ
サ
ン
古
墳
の
如
く
外
飾
と
し
て
石
人
等

の
石
造
物
を
有
す
る
と
か
、
更
に
埴
輪
の
円
筒
列
を
石
人
同
様
外
的
に
す
る
等
、
又
周
汝
、
桑
等
を
有
す
る
等
の
も
の
は
全
く
無
く
、
古
墳
の
封
土
を
建
設
す
る
の
に
必
須

と
も
考
え
ら
れ
る
基
段
す
ら
存
し
な
い
場
合
が
多
く
、
而
し
て
葺
石
等
孔
配
置
し
な
い
高
塚
す
ら
存
し
て
居
る
。
其
の
霜
か
永
年
に
亘
り
十
類
の
流
失
が
著
し
く
内
部
の
石

槨
の
一
部
が
露
出
し
、
て
居
る
場
合
が
多
い
。
即
ち
封
土
は
わ
づ
か
に
石
槨
を
覆
ふ
程
度
の
小
規
模
で
あ
る
と
云
ふ
の
が
東
九
州
地
方
の
奘
飾
大
垣
の
外
形
で
あ
芯
。
従
っ
て

古
墳
０
外
部
構
造
か
ら
推
論
し
て
も
北
九
州
地
方
の
特
配
古
址
と
の
闘
係
が
あ
る
程
度
究
明
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

　
扨
、
こ
の
よ
う
に
節
素
な
外
形
に
比
し
て
内
部
構
造
は
極
め
て
充
冒
し
た
も
の
が
非
常
に
多
い
の
は
叉
一
つ
の
特
徴
と
気
云
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
特
に
日
田
郡
五
和
村
倉

園
の
六
親
曹
古
墳
や
、
別
府
市
北
石
怜
塚
原
の
鬼
ノ
岩
屋
古
址
二
所
副
奘
虻
古
址
で
は
な
い
が
各
壁
全
面
に
朱
塗
し
て
あ
り
匯
義
に
は
特
柁
古
墳
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
ル
に
屡
す



る
も
の
で
あ
る
と
考
へ
る
）
等
、
畷
道
、
前
室
。
主
室
の
所
謂
後
室
式
の
石
槨
を
有
す
ろ
場
合
も
存
し
、
軍
官
の
場
合
で
も
玖
珠
郡
森
町
平
田
山
鬼
ケ
城
古
墳
や
、
大
分
郡

石
城
川
村
大
字
宮
苑
の
千
代
丸
古
址
・
の
如
く
玄
室
の
奥
塹
よ
り
突
出
せ
る
石
棚
獣
の
架
構
を
有
す
る
も
の
等
が
あ
る
。
叉
玖
珠
郡
玖
珠
町
小
田
鬼
塚
古
墳
の
如
く
奥
行
七
米

一
一
〇
糎
ご
局
さ
三
米
二
〇
糎
の
堂
々
た
る
寫
海
獣
の
石
室
を
有
す
る
も
の
、
更
に
別
府
市
鬼
ノ
岩
屋
古
址
の
主
室
奥
県
下
に
石
厨
子
を
配
す
等
、
其
の
内
部
構
造
に
は
可
成

り
見
る
べ
き
も
の
が
抒
す
る
の
は
興
味
深
。
い
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
石
槨
及
び
石
槨
内
の
腫
々
た
構
造
と
装
飾
と
は
極
め
て
密
接
な
闘
楠
な
有
す
る
も
の
ら
し
く
主
に
装
飾

は
石
室
の
壁
面
に
直
接
施
文
す
る
場
合
が
最
も
多
く
、
其
の
‐
１
石
領
収
の
架
構
の
前
面
や
石
厨
・
子
、
石
棺
、
等
に
拙
文
す
る
。

　
以
上
の
右
岸
を
有
す
る
装
飾
の
外
投
入
に
装
飾
を
有
す
る
例
が
多
い
の
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
Ｑ
こ
の
樅
六
は
構
造
が
簡
素
で
あ
る
点
、
副
葬
品
が
比
較
的
貧
弱
で
あ
る
『

点
な
ど
高
塚
式
石
垣
比
比
し
て
彼
部
首
の
地
位
の
相
違
な
意
味
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
種
の
も
の
は
比
較
的
全
国
的
な
衝
簡
閲
に
亘
っ
て
点
在
す
る
ち
の
で
特
に
記

す
ほ
ど
の
事
も
な
い
が
東
九
州
地
方
に
於
て
は
宇
佐
郡
西
日
市
町
大
字
四
日
市
拍
賀
山
一
鬼
乎
の
樅
穴
群
嶋
に
敷
網
脅
見
さ
れ
て
居
る
。
装
首
は
古
墳
の
倚
門
、
即
ち
二
重

の
外
壁
に
円
文
を
彩
色
す
る
孔
の
ひ
東
九
州
地
方
と
し
て
特
異
な
存
在
で
あ
る
。

ｍ
　
「
筑
俊
一
様
石
人
山
守
墳
」

　
　
【
筑
後
同
一
様
石
人
山
古
・
撰
の
具
査
報
告
】

閤
　
「
肥
後
図
平
小
城
村
古
墳
チ
プ
サ
ｙ
の
石
棺
及
び
模
探
に
就
い
て
」

　
　
熊
本
峰
下
に
於
け
る
石
人
忿
其
の
表
餉
の
古
墳

武

藤

直

治
　
　
鎗
　
山
　
　
猛

梅　波　梅

原　多　原

末　　　末

恰　崖　治

　
　
　
　
　
　
　
　
四
、
古
　
境
　
の
　
壁
　
書

　
賄
述
の
如
く
俯
首
は
主
に
緩
方
式
石
川
の
服
面
や
、
直
入
の
匹
川
に
直
接
彩
色
、
或
は
彫
刻
に
よ
り
或
種
の
構
測
を
有
す
る
粛
文
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
施
文
の

方
法
も
く
わ
し
く
愉
討
す
る
と
可
成
り
の
優
劣
、
又
は
地
方
性
を
府
す
る
よ
う
で
あ
る
。
同
仁
原
始
桧
皮
と
し
て
微
笑
ま
し
い
も
の
で
あ
っ
て
も
東
国
東
郡
伊
美
町
の
鬼
濯

古
墳
の
躍
動
的
な
立
体
高
と
大
分
郡
石
城
川
村
千
代
丸
占
墳
の
幼
稚
な
用
話
譚
法
（
幾
何
学
的
こ
与
は
数
段
の
藤
術
的
差
異
の
あ
る
こ
と
付
石
優
劣
を
示
す
好
例
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＆
l
a

る
Ｑ
’
こ
れ
は
九
州
北
西
部
に
群
存
す
ろ
矢
作
古
址
に
於
て
も
そ
れ
ぞ
れ
地
域
的
な
特
徴
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ろ
。
即
ち
筑
前
筑
後
地
方
に
あ
ろ
装
飾
古
雄
一
一
二
例
の
内
三
例

（
久
留
米
市
日
輪
寺
古
址
ご
二
井
郡
荒
木
忖
浦
山
占
址
、
ハ
女
郡
ド
廣
田
村
石
人
山
古
址
、
等
い
づ
れ
も
肥
後
に
近
接
地
方
の
も
の
）
を
除
き
他
は
こ
と
ご
と
く
彩
色
に
よ
る

装
飾
で
あ
る
の
叱
對
し
て
、
悒
後
の
場
合
は
全
く
こ
れ
と
は
反
對
に
二
二
例
の
他
方
古
址
中
三
例
（
玉
名
郡
石
貧
村
浦
安
寺
方
墳
ヽ
鹿
本
郡
小
城
村
チ
ブ
サ
ン
古
墳
、
飽
託

　
　
　
　
　
　
　
　
享
九
州
地
方
、
に
於
い
る
・
装
飾
古
墳
　
　
（
賀
　
川
ｙ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
’

４．ｔ



　
　
　
　
　
　
　
別
府
女
子
大
学
紀
要
　
　
第
三
輯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ハ

郡
困
里
村
釜
尾
古
墳
な
ど
い
づ
れ
も
筑
後
に
近
接
地
方
の
も
の
）
を
除
い
て
は
す
べ
て
彫
副
に
よ
る
装
飾
で
ゐ
る
こ
と
は
４
の
地
方
的
持
歳
と
云
う
こ
と
が
出
来
る
と
思

う
ｏ
東
九
州
地
方
で
も
筑
汝
に
近
接
す
る
日
田
市
近
郊
に
存
す
ろ
装
飾
古
墳
は
彩
色
に
よ
る
も
の
で
。
其
ｏ
・
惚
ｏ
海
岸
地
万
に
点
汪
す
る
装
仙
石
垣
は
主
に
彫
劾
に
ょ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
は
興
味
深
い
分
有
で
あ
る
。
爾
彩
色
彫
刻
等
各
一
例
を
有
す
玖
珠
盆
地
の
場
合
は
以
上
二
つ
ｏ
地
方
往
な
折
衷
す
る
感
吟
で
又
注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
扨
、
以
上
の
如
く
装
他
郷
口
墳
に
は
大
要
彩
ご
と
彫
刻
と
の
二
援
顛
が
存
す
る
が
、
其
の
憎
一
な
り
文
揉
な
り
を
大
利
す
る
と
大
体
沢
の
三
味
頬
に
分
け
る
こ
と
が
出
米

る
。
即
ち
円
文
、
三
斑
文
、
直
弧
文
な
ど
の
所
謂
飛
州
学
的
記
波
と
。
器
物
、
動
物
、
人
物
な
ど
の
所
謂
加
佐
父
様
と
、
完
全
な
自
由
僕
の
三
つ
で
あ
る
。
然
し
其
の
文
掻

揚
圖
に
内
在
す
る
檜
七
の
も
の
の
本
質
的
な
分
類
を
す
る
な
ら
ば
、
所
謂
目
白
図
を
除
い
た
前
二
つ
の
侵
帽
学
的
記
記
。
及
び
形
象
文
様
は
浜
路
即
ち
彼
郭
者
に
対
す
る
思

想
的
な
何
も
ｏ
か
を
意
味
す
る
家
紋
的
な
観
点
に
立
脚
す
る
も
の
で
、
呪
術
的
な
要
素
を
無
説
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
第
三
の
自
由

婁
の
場
合
は
必
ず
し
も
そ
う
し
た
清
紳
的
な
も
の
か
ら
出
殷
し
た
も
の
で
は
な
く
、
完
全
な
蒔
術
と
し
て
、
そ
ｏ
人
間
の
恐
悦
が
あ
ふ
れ
出
る
寝
首
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

勿
論
、
描
か
れ
た
山
林
原
野
淋
漓
の
生
活
そ
の
も
の
が
生
活
崇
抑
に
よ
る
も
の
で
、
沢
設
の
宗
紋
に
閤
陥
を
心
し
て
居
る
こ
と
に
は
異
論
は
な
い
が
、
古
墳
そ
の
も
の
に
対

し
て
の
宗
教
的
な
運
が
り
は
認
め
得
な
い
の
で
第
一
部
の
清
勝
的
な
類
型
と
慨
別
し
て
考
え
度
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
あ
る
意
脱
で
は
純
粋
に
藤
湘
的
観
点
に
立
脚
す
る
も

の
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
二
つ
の
場
合
に
つ
い
て
次
に
紬
か
く
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

　
先
づ
従
来
恍
何
学
的
文
様
と
云
わ
れ
た
も
の
は
河
辺
ｏ
如
く
呪
術
的
な
感
吟
を
有
す
る
記
就
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
瀕
の
中
で
綬
も
多
く
使
用
さ
れ
且
つ
重
要
な
位
謹

に
袖
丈
さ
れ
て
い
る
例
の
多
い
の
は
円
文
で
あ
る
。
従
っ
て
円
丈
に
説
い
て
は
特
に
注
意
が
は
ら
わ
江
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
円
文
に
は
単
交
、
東
雁
文
、
其
の
他
徴

腫
頬
の
も
の
が
あ
り
、
又
そ
の
組
合
せ
方
に
も
仲
々
面
白
い
も
の
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。
即
ち
如
何
な
る
円
文
を
有
す
る
装
仙
古
址
に
あ
っ
て
も
必
ず
円
文
自
体
に
中
心
を

有
し
て
居
る
こ
と
で
あ
る
。
整
然
と
並
列
す
る
も
０
、
あ
・
ろ
回
訓
内
に
収
め
ら
れ
た
も
の
な
ど
組
合
せ
方
は
い
ろ
／
～
ヽ
あ
る
が
、
い
づ
れ
の
場
合
で
も
あ
る
中
心
を
有
し
て

統
制
さ
れ
て
居
る
。
こ
の
限
り
な
く
優
れ
た
中
心
、
こ
れ
は
多
く
の
先
帝
が
庶
か
れ
る
如
く
太
陽
を
浪
徴
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
大
潟
の
如
き
も
の
を
坤
塗
炭
す
る
信
仰
は

勿
論
原
始
牡
會
に
は
常
然
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
然
し
こ
れ
ば
単
に
太
勁
そ
ｏ
も
の
を
崇
拝
す
る
と
云
う
だ
け
の
も
の
で
も
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
円

文
を
仲
汁
と
し
て
被
葬
者
に
対
す
る
人
間
の
呪
術
的
な
も
の
を
偕
ん
で
居
る
の
で
あ
る
。
即
ち
上
古
の
路
澗
に
見
え
る
恂
忌
的
な
も
の
、
喪
屋
と
墳
菖
と
の
開
運
性
な
ど
に

っ
い
て
も
桧
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
つ
云
ふ
意
味
で
ゐ
除
叱
的
な
意
義
を
有
す
る
も
ｏ
で
あ
る
。
勿
論
そ
の
意
味
か
ら
は
単
に
円
文
と
稀
さ
れ
る
も
の

の
中
に
鏡
鑑
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
が
合
ま
れ
て
居
る
こ
と
、
特
に
草
丈
の
場
合
に
は
注
殖
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
東
九
州
地
方
の
装
他
方
墳
・
中
こ
の
円
文
を
以
て
装
飾
さ

れ
た
も
の
と
し
て
は
日
田
市
報
恩
守
山
吉
雄
第
二
凱
、
玖
珠
郡
玖
珠
町
鬼
屎
古
墳
、
等
を
主
と
し
て
徴
別
枠
す
る
が
、
報
恩
守
山
古
墳
の
場
合
は
玄
堂
奥
壁
の
中
央
に
単
文



●

を
中
心
と
し
て
円
文
を
配
列
さ
せ
、
鬼
陛
古
墳
の
場
合
は
重
圈
叉
を
中
央
に
配
し
其
の
周
菌
に
小
重
圏
文
を
配
列
し
て
居
る
心
で
、
前
者
は
鏡
鑑
、
除
魔
的
意
味
を
、
薄
着

は
太
陽
を
象
徴
す
る
特
殊
な
信
仰
を
表
わ
す
も
り
で
あ
ら
う
。
こ
の
他
三
角
文
、
平
行
四
優
形
文
、
蕨
乎
欧
文
、
等
が
彩
仙
】
さ
れ
て
居
る
が
、
こ
れ
を
筑
前
嘉
穂
郡
王
屎
古

墳
等
の
こ
の
腫
の
彩
文
に
比
す
れ
ば
著
し
く
内
‥
容
の
と
ぼ
し
さ
が
感
ぜ
ら
れ
る
。

　
次
に
用
器
実
法
に
よ
り
自
然
界
を
描
鴎
し
た
特
殊
な
装
飾
古
墳
が
あ
る
。
こ
れ
は
大
分
郡
十
代
丸
宵
撹
の
玄
室
奥
使
よ
り
突
出
し
た
石
榴
状
の
架
構
の
前
面
に
彫
刻
に
よ

っ
て
実
か
れ
た
も
の
で
、
往
時
の
竪
穴
式
住
居
群
。
即
ち
聚
落
を
表
現
し
た
も
の
ら
し
く
、
す
べ
て
直
線
を
以
て
屋
根
や
惑
を
表
わ
し
茜
の
聞
に
人
間
二
人
と
動
物
一
匹
を

こ
れ
又
直
線
で
実
い
て
あ
る
。
こ
の
腺
粛
は
棒
状
の
今
拠
器
の
先
端
を
釘
欧
に
尖
い
た
尖
頭
器
を
以
て
彫
刻
し
た
も
の
で
、
使
用
さ
れ
た
石
材
は
安
山
岩
系
の
も
の
で
巾
二

米
厚
さ
五
十
糎
に
及
ん
で
居
る
ｏ

　
こ
の
千
代
丸
古
墳
の
用
器
臓
法
に
対
し
て
東
陶
載
郡
伊
美
町
鬼
域
古
墳
や
玖
珠
郡
霖
町
鬼
タ
城
古
墳
ｏ
装
飾
は
全
く
の
自
由
実
で
あ
る
。
こ
れ
導
は
い
づ
れ
も
自
然
界
に

於
け
る
入
間
の
倚
み
を
描
い
た
も
の
で
、
就
申
・
、
鬼
塚
古
墳
は
玄
室
臭
使
及
び
左
右
副
使
面
に
描
か
れ
た
古
墳
壁
麦
中
の
大
作
で
あ
る
。
其
の
構
圃
の
優
秀
な
点
で
は
齢
他

家
が
鴛
嘸
す
る
程
の
も
の
で
、
奥
使
に
は
山
林
、
原
野
、
海
演
。
に
人
間
の
狩
猟
生
活
を
実
き
。
左
壁
の
徘
湘
は
完
全
な
自
然
界
と
こ
れ
を
舞
台
と
す
る
群
鳥
を
描
属
し
た

も
の
で
、
い
づ
れ
も
優
秀
な
タ
ッ
チ
で
彫
刻
さ
れ
た
立
休
粛
で
あ
り
、
往
時
の
自
然
界
を
正
鋪
に
粛
い
て
居
る
。
こ
の
鬼
竣
古
墳
同
様
の
自
由
実
は
筑
前
原
田
の
茸
郎
山
古

墳
の
彩
伯
」
に
よ
る
使
粛
に
認
め
ら
れ
る
が
実
法
に
著
し
い
梢
異
が
あ
る
。
即
ち
五
郎
山
古
墳
の
壁
豪
は
直
感
と
本
能
に
よ
る
所
謂
原
始
綸
実
で
鬼
臓
に
比
し
て
多
分
に
思
惟

の
相
異
が
認
め
ら
れ
る
ｏ
貨
玄
室
右
側
の
基
部
瓦
石
上
位
の
石
材
に
は
双
高
が
描
か
れ
て
居
る
が
、
こ
れ
は
我
両
全
ね
併
用
嗣
の
銅
鐸
に
描
か
れ
た
泌
禽
と
賂
同
様
の
も

の
で
こ
れ
又
極
め
て
注
目
さ
れ
る
。
先
に
逍
べ
た
立
体
的
な
使
廣
に
比
す
と
こ
の
双
禽
は
我
両
上
古
に
し
ば
く
認
め
ら
れ
る
実
で
は
恥
る
が
、
古
墳
使
粛
と
し
て
は
稀
有

な
も
の
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
の
鬼
ケ
城
占
墳
の
使
実
も
こ
の
鬼
砿
古
墳
に
非
常
に
よ
く
似
た
構
贈
を
以
て
隔
壁
に
描
か
れ
て
居
り
。
そ
の
間
遠
性
が
注
意
さ
れ
て
居
る
。

　
以
上
の
彫
刻
に
よ
る
線
粛
は
先
に
述
べ
た
彩
需
、
即
ち
東
九
州
地
方
に
於
て
は
幾
何
学
的
記
銃
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
公
的
に
對
し
て
極
め
て
對
遮
的
な
も
の
で
興
味
は
査

き
な
い
。ｍ

　
「
九
州
に
於
け
る
装
飾
古
論
戦
名
表
」

(2)(3)

仝
「
筑
前
王
尿
古
墳
」

「
筑
削
．
獅
．
惚
郡
王
塚
装
飾
古
墳
」

　
　
　
東
九
州
地
方
に
於
け
る
装
飾
古
墳
　
　
（
賀
　
川
）

仝　鏡

　　山

猛

川
　
上
　
市
　
太
　
郎

京
都
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
報
告
十
一

－

七

~へ､ゝ



G）

即

　
　
　
別
　
府
　
女
　
子
　
大
　
学
　
紀
　
要

「
北
九
州
古
文
化
圖
艦
」
　
　
二

口
本
考
古
学
諭
攻

五
、
東
九
州
の
装
飾
古
墳

第
　
三
　
輯

九
州
考
古
学
舎

桧
　
原
　
　
末
　
治

一

八

　
以
上
京
九
州
地
方
の
駅
鈴
古
址
に
つ
い
て
鉉
べ
て
来
た
が
次
ぎ
に
そ
れ
郷
の
古
址
個
々
に
つ
い
て
彩
婁
、
彫
刻
、
の
二
種
類
に
分
け
全
容
を
簡
単
に
詮
明
す
る
こ
と
に

す
る
。

　
　
　
　
　
一
、
彩
色
装
飾
を
な
す
古
墳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｍ

９
豊
後
園
日
田
市
日
高
報
恩
寺
山
第
二
教
壇

　
日
田
盆
地
を
二
望
す
る
台
地
上
に
曹
ま
れ
た
古
墳
訪
中
の
一
つ
で
、
円
壇
と
し
て
完
全
に
其
の
外
形
が
保
存
さ
れ
て
居
る
。
賂
々
南
面
し
て
核
穴
式
石
室
が
存
在
す
る

が
、
現
在
封
土
。
に
よ
り
羨
門
を
覆
っ
て
居
り
石
室
は
全
く
露
出
し
て
い
な
い
。
然
し
羨
道
０
一
部
に
小
孔
が
あ
り
、
石
室
内
に
出
入
り
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
石
室
は
羨
道

及
び
玄
室
よ
り
た
り
基
部
に
は
安
山
岩
系
の
瓦
石
を
以
て
配
し
。
上
位
に
し
た
が
っ
て
石
材
の
縮
約
を
見
せ
な
が
ら
積
築
し
、
天
井
は
瓦
石
一
枚
を
以
て
樅
架
さ
れ
て
居

る
。
装
飾
は
玄
家
集
腎
・
に
朱
色
杷
よ
ろ
円
文
を
中
央
に
配
し
て
居
り
、
右
腎
租
築
の
各
々
の
石
材
に
円
文
、
重
圏
文
、
及
び
鋸
ｙ
思
は
れ
る
も
の
郷
を
、
羨
道
の
方
祭
礼
も

伺
文
、
或
は
蕪
手
欧
文
、
三
角
立
等
を
い
づ
れ
或
朱
色
に
施
文
し
て
居
る
。
　
ヽ

§
豊
後
園
日
田
郡
五
和
村
合
作
観
音
古
址

　
日
田
市
街
を
中
心
に
環
欧
に
こ
れ
を
取
り
圖
む
南
西
丘
陵
上
に
醤
ま
れ
た
円
形
壇
で
、
高
さ
二
米
二
十
糎
、
直
径
九
米
の
小
さ
な
封
土
を
有
す
る
。
内
部
は
羨
道
、
前

窒
、
。
玄
室
よ
り
な
り
、
各
室
共
下
部
に
瓦
石
を
配
し
て
基
部
と
な
し
、
上
位
に
回
っ
て
中
位
の
石
材
を
以
て
禎
築
し
渋
面
を
な
し
て
居
る
。
・
天
井
は
一
枚
石
を
以
て
廣
架

し
、
特
に
注
目
す
べ
き
潰
撰
は
認
め
ら
れ
な
い
。
現
在
は
玄
室
集
班
下
に
観
音
菩
薩
を
安
置
し
て
附
近
の
民
問
布
教
の
對
架
と
な
っ
て
居
る
。
翌
俯
は
い
づ
れ
も
朱
色
及
び

黒
色
を
以
て
玄
家
集
回
に
は
甫
圈
立
、
円
安
等
が
認
め
ら
れ
ろ
が
、
其
の
配
回
は
別
と
し
て
可
成
り
明
確
に
旅
次
さ
れ
て
居
る
。
玄
室
両
側
鯛
に
も
朱
色
の
痕
跡
が
存
す
る

が
現
在
で
は
制
鏑
不
明
で
あ
る
。
前
宗
此
な
る
み
。
副
腎
基
部
の
Ｈ
石
に
円
文
及
び
弁
等
が
婁
か
れ
て
居
る
。
即
ち
方
県
Ｋ
は
舟
二
鮫
と
重
圏
立
を
、
ぢ
祭
虻
は
舟
を
中
央
に

●



其
の
上
位
に
入
閣
と
一
部
磨
消
の
矢
吝
と
思
わ
れ
る
も
の
を
、
左
側
に
は
重
圏
文
三
が
上
下
尽
配
凸
れ
、
滉
に
右
端
に
は
蕨
乎
文
様
の
如
き
も
ｏ
が
粛
か
れ
で
居
る
べ
い

づ
れ
も
円
文
以
外
は
あ
ま
り
明
確
で
は
政
い
ご
か
し
揖
圖
の
崔
願
な
点
で
は
注
目
さ
れ
ろ
も
の
で
あ
る
。
轍
顛
斜
と
し
て
は
朱
に
酸
化
嘸
大
尽
に
風
伯
宍
ン
ゼ
レ
賄
物
を

使
用
し
た
も
の
で
あ
る
Ｑ

叫
豊
後
図
日
田
郡
五
和
村
石
井
ガ
デ
ン
ド
ヤ
古
址
一
放
浪

　
日
田
盆
地
を
貫
流
す
る
筑
後
川
の
南
側
の
河
岸
段
丘
上
に
醤
ま
れ
た
も
の
で
、
封
土
は
取
除
か
れ
石
室
力
み
が
露
出
し
て
居
る
。
石
室
ぱ
羨
道
玄
室
の
二
室
か
ら
な
り
、

基
擲
に
瓦
石
を
配
し
石
材
を
積
築
し
た
も
の
で
、
石
室
四
は
小
石
土
頌
等
が
集
鍋
し
て
基
部
の
伝
説
を
明
確
に
知
る
こ
と
は
出
米
な
い
。
使
節
は
玄
室
基
部
０
瓦
石
に
朱
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

な
以
て
円
文
及
び
枡
の
巣
團
を
粛
い
て
居
り
、
其
の
周
り
を
緑
色
で
か
た
・
ど
っ
て
居
る
。
屈
料
は
府
述
の
通
り
で
あ
る
が
緑
色
に
は
揃
色
岩
粉
末
を
用
い
て
居
る
・

回
同
前
第
一
一
典
浪

　
ぞ
フ
″
ド
ヤ
第
一
哉
墳
の
西
側
に
近
接
し
て
埼
ま
れ
た
も
の
で
第
Ｔ
荒
垣
同
様
封
土
が
流
出
、
石
室
は
完
全
に
露
出
し
、
石
室
の
石
村
の
一
部
も
流
用
さ
れ
て
居
る
。
石

室
は
羨
遭
玄
室
の
Ｉ
二
室
ょ
り
な
り
、
基
部
に
瓦
石
を
叱
し
。
上
位
に
中
位
の
石
材
を
禎
築
し
た
も
ｏ
で
、
天
井
は
一
枚
の
瓦
石
を
以
て
靉
架
し
て
居
る
。
先
と
同
様
室
四
は

土
類
が
堆
積
し
て
居
り
的
暗
に
宜
測
す
る
ご
と
は
出
米
な
い
。
使
節
は
玄
洲
の
左
側
に
朱
色
に
て
に
文
を
婁
い
て
あ
る
の
を
認
め
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
室
四
‥
の
綿
密
な
調
査

に
よ
っ
て
は
更
に
彩
包
に
よ
る
文
様
を
衰
死
す
る
可
能
性
が
伐
さ
れ
て
居
る
。

㈲
豊
後
園
玖
珠
郡
玖
珠
町
前
田
収
蔵
古
墳

　
玖
珠
郡
０
中
央
を
貰
流
す
る
筑
後
川
上
流
の
・
玖
珠
川
が
森
沃
地
を
繩
て
山
間
渓
谷
に
至
る
両
岸
は
河
岸
段
丘
が
非
眉
根
殷
遥
し
て
居
る
。
こ
の
河
岸
段
丘
上
に
偕
ま
れ
た

収
砿
古
墳
は
封
土
上
に
建
設
さ
れ
た
拝
殿
ｏ
埓
全
く
原
形
を
央
し
て
居
る
。
然
し
縦
穴
式
石
室
は
完
存
し
其
の
折
込
は
賓
に
堂
々
た
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
羨
道
玄
室
よ
り

な
り
、
基
部
に
巨
石
を
配
し
石
材
を
禎
染
し
て
上
位
に
狭
く
寫
宵
吠
の
構
造
を
な
し
て
居
る
。
俯
首
は
玄
半
長
及
び
削
壁
・
の
基
部
踊
獣
等
に
不
縁
ｏ
ニ
色
を
以
て
円
文

を
彩
色
し
た
も
の
で
、
特
に
貢
使
の
円
文
は
中
央
に
印
象
的
な
重
同
文
を
配
し
、
其
の
上
下
に
各
四
つ
の
重
回
文
を
配
し
て
居
ろ
。
敵
将
は
。
間
遠
の
通
り
蓼
め
る
が
、
他
の

装
飾
古
墳
に
比
し
て
色
彩
は
極
め
て
鮮
明
で
あ
る
。
出
土
遺
物
は
全
く
不
明
と
な
っ
て
居
る
。

㈲
豊
前
國
宇
佐
郡
四
目
市
町
大
字
一
鬼
乎
加
賀
山
縦
六
部
一
哉
～
七
典
垣

’
豊
前
宇
佐
牛
野
を
南
に
一
望
す
る
丘
院
上
に
菅
ま
れ
た
縦
六
部
で
合
計
八
十
余
り
存
す
る
が
、
其
ｏ
中
央
に
一
哉
～
七
我
と
裂
硝
す
る
装
飾
を
有
す
る
縦
穴
が
あ
る
。
中

　
　
　
　
　
　
　
東
九
州
地
方
に
於
け
る
装
飾
百
墳
　
　
（
賀
川
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九

｀ φ 戈



　
　
　
　
　
　
　
別
府
女
　
子
　
大
　
季
　
紀
要
　
　
　
第
三
　
斡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

で
最
も
優
れ
で
居
る
も
の
は
一
敗
墳
と
栃
さ
れ
て
居
ろ
横
穴
で
、
外
壁
が
三
重
、
玄
室
は
卵
形
を
呈
し
、
間
に
注
意
す
べ
き
潰
揖
は
認
め
な
い
が
他
に
比
し
て
立
派
な
構
造

を
有
し
て
居
る
。
装
飾
は
外
壁
に
二
重
に
彩
色
さ
れ
た
も
の
で
、
表
門
の
両
側
に
二
つ
の
重
同
文
を
主
に
、
上
位
に
四
つ
、
下
位
に
二
つ
、
計
八
つ
の
円
文
を
婁
い
て
あ

る
。
此
の
一
哉
横
穴
以
外
は
す
べ
て
外
壁
に
朱
色
を
以
て
円
文
、
或
は
蕨
手
文
ら
し
き
文
様
を
偉
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
二
三
哉
煩
の
表
門
上
位
の
外
壁
に
は
八
間
ら

し
い
文
様
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
ろ
。
い
づ
れ
も
近
拓
落
剥
が
甚
し
く
其
の
保
存
ｒ
苦
心
し
て
居
る
、
曾
東
九
州
地
方
に
於
て
は
横
穴
に
装
飾
を
有
す
る
例
と
し
て
は
現
在

唯
一
の
存
在
で
あ
る
だ
け
に
注
目
さ
れ
て
居
る
。

　
　
　
　
　
二
、
彫
刻
装
飾
を
有
す
る
古
墳

日
豊
後
国
東
國
東
郡
伊
美
町
中
㈲
塚
古
址

　
國
東
半
島
の
尖
端
、
瀬
戸
内
海
、
穆
後
水
道
、
円
防
潜
、
の
三
つ
の
内
海
を
一
望
に
敬
め
水
上
回
国
な
望
か
絶
好
の
Ｒ
陸
上
に
研
吏
れ
た
古
墳
の
一
つ
で
あ
る
。
封
土
は

墳
頂
附
近
が
賠
撰
の
外
概
ね
原
形
を
歿
し
て
屈
る
が
、
石
室
を
わ
寸
か
に
覆
ふ
程
度
の
小
規
模
な
も
の
で
あ
る
。
石
室
は
羨
燧
玄
室
の
二
室
よ
り
な
。
り
、
瓦
石
を
基
部
に
配

し
上
位
に
は
比
較
的
小
石
村
を
積
築
し
て
あ
り
、
天
井
は
一
枚
の
亘
石
を
以
て
葺
石
と
し
て
い
る
外
特
に
揖
鐙
上
注
目
す
べ
冷
点
は
な
い
。
装
飾
は
玄
室
削
壁
・
及
び
だ
右
削

壁
全
面
に
線
画
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
そ
の
緋
圖
を
判
読
出
来
る
も
の
は
氷
壁
と
左
茫
茫
の
中
央
の
瓦
石
、
右
基
部
亘
石
上
位
の
石
材
の
前
面
に
綿
貫
さ
れ
た
も
の
の
み
で

他
は
こ
と
ご
と
く
落
剥
し
て
其
の
痕
跡
を
残
寸
ば
か
り
な
の
は
戸
存
す
る
県
貫
が
優
秀
で
あ
ろ
だ
け
に
残
念
で
あ
る
。
玄
室
・
じ
賎
の
線
爾
は
瓦
石
全
面
に
往
時
の
自
然
界
を

描
寫
し
其
の
中
に
人
間
の
§
み
を
寫
官
し
た
も
の
で
あ
る
。
左
壁
基
部
の
瓦
石
に
綿
貫
さ
れ
た
も
の
は
所
謂
夥
鳥
で
こ
れ
又
堂
々
た
ろ
大
作
で
あ
る
。
更
に
右
壁
に
は
釧
卸

の
双
禽
を
思
わ
せ
ろ
貴
重
た
印
刻
が
あ
り
、
全
休
と
し
て
日
本
に
於
け
ろ
襲
・
飾
古
址
中
の
畷
巻
で
あ
る
。
恂
こ
の
壁
画
は
日
水
洋
画
界
に
於
て
も
セ
ン
セ
イ
シ
ョ
ン
を
起
し

伊
原
宇
三
郎
、
扁
洋
一
郎
の
剛
一
戸
伯
は
キ
ュ
ー
ビ
ズ
ム
の
代
表
と
し
て
現
代
の
か
徴
国
ｒ
通
挙
る
も
の
と
し
て
驚
嘆
し
た
ほ
ど
で
あ
る
。

§
豊
後
國
大
分
郡
石
城
川
村
デ
代
大
吉
址

　
大
分
早
野
を
貫
流
す
る
大
分
田
の
一
皮
旅
館
来
川
の
中
渡
河
沿
良
民
上
に
膏
吏
れ
た
円
形
墳
で
あ
る
。
封
土
心
基
部
は
取
除
か
れ
て
居
ろ
が
石
室
が
。
わ
や
か
に
覆
ふ
程
度

残
存
し
横
穴
式
石
室
が
南
面
し
て
開
口
し
て
居
る
。
こ
〔
封
土
が
前
方
後
円
煩
で
あ
る
み
推
定
す
る
人
が
あ
ろ
が
筆
者
の
胃
測
に
よ
つ
て
け
円
罰
墳
で
あ
る
と
噺
定
出
来

る
ｏ
石
室
は
羨
道
玄
室
か
ら
な
り
、
い
づ
れ
１
貝
石
の
積
竿
で
石
室
補
強
の
鴛
陀
板
状
の
割
石
を
以
て
瓦
石
中
を
充
填
し
て
居
る
。
特
に
こ
の
石
窒
に
は
貝
壁
よ
り
石
棚
の



設
備
が
あ
り
、
其
の
前
面
に
陰
刻
に
よ
る
装
飾
が
あ
る
。
使
節
は
用
器
画
法
で
竪
穴
武
家
屋
ふ
其
の
窓
を
二
重
或
は
三
重
の
三
角
形
と
四
角
形
と
し
て
並
列
さ
せ
、
其
の
空

間
に
人
間
二
熟
と
動
物
を
画
い
て
あ
る
。
思
ふ
に
往
時
の
聚
落
を
岡
い
た
も
の
で
あ
ら
う
。

㈲
豊
後
国
玖
珠
郡
森
岡
帆
足
牢
乎
田
山
が
ケ
城
古
址
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
九
州
山
脈
の
中
央
森
盆
地
の
東
側
大
岩
昌
山
麓
の
丘
陵
上
に
傍
ま
れ
た
円
址
で
、
封
土
、
石
室
共
に
完
存
し
て
居
り
、
封
土
の
南
面
に
横
穴
式
石
室
が
存
す
る
。
石
室
は

羨
道
玄
室
の
二
室
よ
り
な
り
、
共
に
瓦
石
を
以
て
稲
築
さ
れ
る
が
、
千
代
丸
方
位
同
様
に
悦
緊
に
は
石
榴
を
有
し
て
居
る
。
装
飾
は
羨
道
玄
室
を
隔
て
る
隔
壁
前
面
に
線
画

さ
れ
た
も
の
で
、
其
の
構
図
は
伊
美
町
奴
塚
古
址
同
様
の
完
全
な
自
由
画
で
往
時
の
山
壮
原
野
に
生
棲
す
る
群
鳥
を
描
寫
し
た
も
の
で
あ
る
ｏ

一
豊
前
国
筑
上
郡
唐
原
村
大
字
下
唐
原
が
ケ
葉
山
古
址

　
右
に
山
国
川
左
に
佐
井
川
を
配
し
南
に
豊
前
平
野
を
経
て
固
防
潜
や
・
堕
む
庄
陸
上
に
偕
唸
れ
た
円
址
で
あ
る
。
横
式
宍
石
室
は
薗
洪
及
び
玄
室
よ
り
な
り
、
玄
室
を
一
枚

の
瓦
石
を
以
て
几
た
右
壁
に
あ
て
た
百
石
焼
で
あ
る
。
装
飾
は
こ
の
玄
奥
双
璧
及
び
倫
道
左
堅
に
陰
刻
し
た
も
の
で
、
鳥
、
末
葉
（
森
町
鬼
子
城
の
も
の
に
類
似
の
葉
針
を

有
す
る
も
の
）
武
器
、
等
が
施
文
さ
れ
て
居
る
が
後
世
の
追
刻
も
あ
り
、
他
の
射
的
に
比
し
て
彪
雑
で
あ
る
。
狗
こ
の
附
近
は
円
址
及
び
横
宍
古
址
が
相
常
耕
存
す
る
。

㈲
豊
後
園
北
海
部
郡
下
ノ
江
村
田
井
糾
下
古
址

　
臼
杵
市
街
を
南
に
望
む
平
野
に
面
し
た
丘
陵
上
に
存
す
ろ
前
方
後
円
址
で
其
の
形
状
は
茜
だ
変
化
し
て
居
る
。
後
固
焼
頂
に
凝
友
岩
を
材
料
と
し
た
舟
型
式
石
棺
が
露
出

し
て
居
る
が
、
こ
の
石
棺
荒
布
の
冑
形
の
一
部
に
陰
刻
せ
る
線
に
よ
る
平
行
円
鏡
形
の
装
飾
が
あ
る
。

㈹
豊
後
國
臼
杵
市
海
部
下
山
古
墳

　
齢
下
古
墳
同
様
山
陵
に
存
す
る
戸
大
な
前
方
後
円
位
で
、
其
の
後
円
部
焼
頂
に
露
出
し
た
優
待
型
石
棺
の
剛
型
の
荒
部
に
相
形
の
彫
刻
が
施
さ
れ
て
居
る
。
恂
こ
の
下
山

古
坦
は
昭
和
二
十
五
年
三
月
会
則
訓
育
さ
れ
た
も
の
で
址
丘
に
石
人
一
姉
を
有
す
る
優
秀
な
古
墳
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
以
上
の
外
豊
後
図
問
府
市
北
石
垣
鬼
の
岩
戸
古
址
、
同
大
分
市
水
興
弘
法
宮
古
墳
、
同
大
分
市
ハ
特
横
穴
古
墳
、
費
前
國
高
田
町
美
和
宇
土
横
穴
等
に
石
室
外
壁
等
一
面

ｒ
朱
色
を
以
て
装
飾
し
た
も
の
が
存
す
ろ
が
、
柳
圖
を
有
し
な
い
も
の
は
考
古
学
上
装
飾
古
墳
と
認
め
な
い
埓
に
水
禍
に
於
て
は
除
外
す
る
こ
と
に
し
た
。

出
回
㈲
「
日
田
市
附
近
の
装
飾
古
・
撹
」
　
考
古
学
雑
誌
　
Ξ
七
泰
三
訪

問
　
　
「
穴
観
音
古
墳
」
　
大
分
鯖
毀
蹟
名
勝
天
然
記
念
特
訓
査
報
告
五

師
凶
聞
「
装
飾
古
墳
」

　
　
　
　
　
凛
九
州
地
方
に
於
け
る
装
飾
古
墳
　
　
（
賀
　
川
）
　
。

●

賀
　
川
　
　
光
　
夫

日
　
奈
　
于
　
太
　
鄙

斉
　
　
藤
　
　
　
　
忠

-

一

一

一~へ
ム



●、

　
　
　
　
　
　
劈
　
府
　
女
　
子
　
大
　
学
　
紀
　
要

図
別
個
『
装
郭
百
墳
の
顔
料
の
化
学
的
研
究
』

第
　
包
　
輯
　
．

㈲
�
　
「
玖
珠
郡
の
二
大
古
墳
」
　
大
分
隔
史
匯
名
勝
天
然
記
念
楠
調
査
報
借
　
九

圓
　
　
「
鬼
塚
古
礁
の
壁
画
」
　
文
化
財
月
報
　
三

　
　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
　
　
　
仝
　
　
　
　
四

㈲
　
　
「
千
代
丸
古
墳
」
　
大
分
扇
に
蹟
名
勝
天
然
記
広
物
調
先
祖
皆
　
五

六
、
結

語

河　山本絹伊賀

晦

一

雄

匪厚原　川　野

　　　宇

　　一＿　光　清　　　一　　　一

昇　耶耶　夫　実

一

一

一

一

　
以
上
乗
九
州
地
方
の
装
賄
方
壇
の
概
要
を
辿
べ
て
来
た
が
、
先
に
混
べ
た
通
り
従
来
光
他
言
浪
の
研
究
は
乗
九
州
に
於
て
は
あ
ま
り
行
わ
れ
て
居
ら
す
、
僅
か
に
一
二
を

知
る
の
み
で
あ
っ
た
。
然
し
現
在
庫
者
が
桧
討
し
た
限
り
に
於
て
は
、
具
ｏ
分
有
も
筑
前
、
筑
後
、
肥
後
り
百
地
方
に
は
及
ば
な
い
に
し
て
も
、
可
成
り
の
分
布
が
認
め
ら

れ
、
縮
図
を
以
て
装
賄
す
る
も
の
に
は
特
異
な
聯
圖
を
も
っ
た
婉
囮
も
存
し
。
装
仰
の
内
容
に
於
て
は
必
ず
し
も
他
に
劣
ら
な
い
文
化
財
が
発
見
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
ま
す
く
今
後
の
調
査
結
果
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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東
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餓
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法恩寺山

古墳

穴麹普古墳

ガラｙドヤ

古墳怜!.堕

ガラｙｙヤ

古墳第２跳

鬼塚古墳

加賀.山一鬼

手横穴〔7〕

鬼澱古墳

千代丸古墳

鬼ケ城古墳

穴か葉山

古墳

下山古墳

榊下古墳

東九州地方の装飾古墳一管

所　在　地

ロ田市大宇口高

法恩寺

日田郡五和村大

宇倉圈

日田郡五和村大

字石井

　同　　　上

玖珠郡玖珠町大

宇小田

宇佐郡四口市町

大字加賀島一鬼

手

東國東郡伊美町

大字中

大分郡石城川村

大宇宮苑

玖珠郡森町大字

帆足

筑上郡兪原村大

字下兪原

臼杵市大字海郎

北海部郡下ノ江

村田井

装飾交様

μ1文､楯形文

三角､凛乎､菱形文

舟､人､派手､円文

舟､国文､不明文探

国文

国文

　　　　　’　y･･

人､国文　　　、･、

人､舟､動物､鳥

家､人､動物

動物､鳥､葉

鳥､武器､葉

石棺渚則

石棺線刻
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文部大臣指定史蹟

赤(酸化餓)線(飴色岩粉末)

赤　ｉ

ｉ赤(酸化歳う緑(緑色岩粉末)

線画1白　由　書彫　刻

線画･用器書法彫刻

綿繭

線剛

文部大臣指定史蹟

自　由　図　彫　刻

形象的文様彫刻

ｊ
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Ｉ

Ｉ

Ｉ

彫刻平行四漫形
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鬼ケ城古墳15室寅測司（玖珠郡森町大字帆足）

法恩寺山古墳石室寅測週（日囚市大字三芳）

ガランドア占墳Ｏ臍）室玄実測週（日田郡五和村大字石井）
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